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  【共生社会とは…】 年齢や性別、障がいの有無、国籍等に関係なく、「健康で、互いを認め、 

            共に支えあい、それぞれの力が発揮できる、活力ある社会」 

 

１．ミッション（目的・存在意義） 

  「スポーツの振興」 ・ 「人々の豊かな暮らしの実現」 ・ 「地域の活性化」 

２．ビジョン（目指す未来像） 

  ① 経営基盤を安定させ、自主事業の安定的な運営を通して市民の健康増進に寄与する。 

  ② 幼児から高齢者まで誰もがクラブの活動に参加できる環境整備、運動プログラムを提供する。 

③ 年齢、性別、障がいの有無、国籍等に関係なく集まり、繋がれる「共生社会」を拡大する。 

④ 地域や行政と連携、協働して、地域課題の解決・地域の活性化・地域の連携に貢献する。 

３．ゴール（具体的な目標）：【重点とする事業】  

項 目 内  容 

①経営基盤の安定 

 

 

 

 

 

 

◎自主事業の安定的な運営のために会員制度を定着させる。 

・当クラブの活動理念を理解し、共に活動してくださる「正会員」の獲得。 

・定期教室に参加する「クラブ会員」を 400 名まで増加する。 

・当クラブの活動指針を理解し、物心両面で支援していただく「賛助会員」、「ボッチャパ

ートナー」、「十日町アクティブスポーツサポートクラブ会員」を継続的にお願いする。 

・当クラブの活動に関心を持っていただく「すまいる会員」を 50 名まで増加する。 

 

②健康づくりの環

境整備、プログラ

ム提供 

◎市民の健康増進、クラブ会員獲得を目的とした事業の企画・運営。 

・出前教室の講師派遣を積極的に引き受け、当クラブの満足度と認知度を向上させ、昨年

比で 5 件増加を目指す。 

・介護予防運動教室においてニーズをとらえ継続して参加できる教室を計画する。 

・住民のニーズに合うスポーツやフィットネスイベント等を年 1 回開催。 

・トレーニング室の会員獲得や満足度向上のための事業を企画・実行する。 

 

③共生社会づくり

の拡大 

◎共生社会を実現するインクルーシブ（=包括的）な活動・イベントを展開する。 

・当クラブで実施可能なパラスポーツを活用して共生社会の重要性を発信する。 

・ボッチャを中心に誰もが参加可能なイベント、大会、教室を開催する。 

・市内、県内、県外の団体と共生社会づくりの目標のもと交流を広げる。 

 

④スポーツによる

地域の課題解決、

地域の活性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎他団体や組織と「連携・協働」した事業展開を目指す。 

①にこにこスタンプカードの浸透 

・協力いただける店舗の増加とカード利用者人数の増加。 

②十日町市スポーツ協会との連携 

・地区体育協会事業におけるユニバーサルスポーツの開催。 

③十日町市スポーツコミッションとの連携 

・「地域ツーリズム」事業。 

④新潟県障害者スポーツ協会との連携 

・地域におけるパラスポーツ事業の開催 

⑤十日町市社会福祉協議会との連携。 

・24 時間テレビチャリティ募金、赤い羽根共同募金の事業連携 

⑥その他市委託事業、学校教育活動、町内事業、企業健康経営、医療機関等との連携。 

⑤その他 

 

 

 

①各種研修会等へ積極的に参加し、スキルを向上させるとともに、新たな人脈をつくる。 

②各事業において SDGs を意識して活動を展開する。 

③効果的な広報事業の工夫 

・会員のライン登録率を 80％に引き上げる。 

・インスタグラムのフォロワー数を 100 人程度増やし、400 名にする。 

・SNS、市報等、マーケットに有効な媒体を選択し積極的に発信を行う。 

 

 

スポーツでみんながつながる健康と笑顔の共生社会!! 

 

【活動キャッチフレーズ 】 


